[bookmark: _heading=h.9nt7d3y9ji6y]神奈川県重症心身障害児者関係施設協議会　
関係機関（神奈川県各市町村）への質問

[bookmark: _heading=h.t8b1s3382hl0]神奈川県重症心身障害児者関係施設協議会（以下、重心協）では、重度の障害のある人の生活を支える立場から、各行政の取り組みに協力し、より良い支援の構築を目指しております。
このたび、当協議会の加盟施設へのアンケート結果を踏まえ、以下の点について各行政の支援体制の現状と今後の方向性についてお伺いいしたく存じます。

【設問１】短期入所・メディカルショートステイ事業について
　　18歳未満の方には神奈川県メディカルショートステイ事業が利用可能ですが、広域運用であるため、居住地域に近い施設での利用希望が多く寄せられています。利用者の状況をよく理解している市町村の担当者による支援が、制度利用の促進につながると考えます。
そこで、以下の点についてご教示ください。

1 メディカルショートステイ事業の利用実績（登録施設数・利用件数等）、稼働率や空床状況について把握されている内容がございましたらご教示ください。併せて、今後の拡充方針についてお聞かせいただけますと幸いです。
2 制度利用支援の具体的な内容（利用対象者への普及促進・説明支援、施設との連絡調整等）がございましたらご教示ください。


【設問２】地域移行支援について
重症心身障害児者の地域移行に向けた支援は、本人の生活の質の向上と、家族の介護負担軽減の両面において重要な課題です。

1 地域自立支援協議会等の場において、重症心身障害児者の地域移行や移行支援に関して、課題として認識されている点はございますでしょうか。
2 移行支援の具体的な内容（地域の受け入れ先の拡充、移行支援会議の参加状況等）や今後の方向性について、ご教示ください。


【設問３】生活介護事業の運営について
　　当協議会加盟の生活介護事業所へのアンケート結果から、事業収支が非常に厳しい状況であることが明らかになりました。支援区分において最重度の方々を受け入れているものの、利用者の欠席率が高く、また人員体制の確保（送迎時の吸引対応に伴う看護師の添乗など）も困難であり、結果として多くの事業所が赤字運営となっている状況です。

1 欠席率の高い重症心身障害者を受け入れている事業所に対する減収補填制度、加算の算定要件単位数の見直しなど、生活介護事業に対する制度的な支援や今後の改善策について、現在どのようにご検討されているかお聞かせいただけますでしょうか。

【設問４】重症心身障害児者（医療的ケア児者）が対象となる継続中の支援事業や新規事業等がございましたらご教示ください。
※回答方法については別紙依頼文にあります案内をご確認ください。
